
【クレーム情報】
ボンディング加工樹脂のシミ出し

外
観
上
は
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
普
通
の
製
品
に
見
え
る
が
、
実
は
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
し
た
生
地
を
使
っ
て
い
た
、
と
い
う
よ

う
な
製
品
が
増
え
て
い
る
。
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
の
製
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
様
々
な
変
化
の
可
能
性

を
事
前
に
説
明
で
き
る
が
、
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
た
め
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
回
は
、
そ
う
し
た
事
例
を
紹
介
す
る
。

事故防止システムの利用には、日本繊維製品・クリーニング協議会への入会が必要です。
詳細は、日本繊維製品・クリーニング協議会事務局にお問い合わせください。

TEL.  ０３（５３６２）７２０１

原　

因

　

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
に
使
っ
た
接
着
樹

脂
が
、
着
用
に
よ
る
汗
汚
れ
や
空
気
中
の

水
分
な
ど
に
よ
る
作
用
を
受
け
て
経
時
劣

化
し
た
と
こ
ろ
に
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
に
よ
る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
た
た
め
、
樹
脂
が
シ
ミ
出
し
た
も
の
。

　

生
地
全
体
に
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
布
が

用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
コ
ー
ト
全
体
的

に
樹
脂
の
シ
ミ
出
し
が
生
じ
て
い
る
が
、

特
に
上
衿
の
シ
ミ
出
し
が
著
し
い
。
ロ
ッ

ト
違
い
な
ど
で
、
上
衿
の
生
地
に
使
わ
れ

て
い
る
接
着
樹
脂
に
劣
化
が
進
み
や
す
い

要
因
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
と
は

　

布
と
布
を
貼
り
合
わ
せ
る
加
工
法
。
ボ

ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
が
開
発
さ
れ
た
初
期
の

接
着
剤
に
は
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
、
エ
チ
レ
ン

酢
酸
ビ
ニ
ル
共
重
合
体
、
ア
ク
リ
ル
系
な

ど
の
樹
脂
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

事
故
の
防
止
対
策

　

取
扱
い
絵
表
示
で
は
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
で
の
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が

可
と
な
っ
て
い
る
が
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加

工
製
品
に
つ
い
て
は
、
石
油
系
溶
剤
に
よ

る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
原
則
と
す
る

こ
と
。

　

現
品
の
場
合
は
、
外
観
か
ら
の
判
別
は

困
難
だ
が
、
組
成
表
示
に
は
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

て
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
で
あ
る
こ
と
が
推

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
に
使
用
さ
れ
る
接
着

剤
の
経
時
劣
化
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

石
油
系
溶
剤
で
の
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

で
も
剥
離
や
シ
ミ
出
し
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
利
用
者
へ
の
事
前

説
明
が
必
要
。

事
故
防
止
シ
ス
テ
ム
で
検
索

　

日
本
繊
維
製
品
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
議

会
が
運
営
す
る
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
防

止
シ
ス
テ
ム
」
で
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
加
工
布

の
事
故
を
検
索
す
る
と
73
件
の
事
故
情
報

が
確
認
で
き
る
（
２
月
25
日
現
在
）。

　

品
目
別
で
は
コ
ー
ト
が
圧
倒
的
に
多
く
、

73
件
中
51
件
が
コ
ー
ト
で
の
事
故
と
な
っ

て
い
る
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
の
取
扱
い
を
見
る
と
、

石
油
系
溶
剤
で
の
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
48
件
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
で
の

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
６
件
、
水
洗
処

理
が
９
件
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、「
洗
っ

て
は
い
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
が
４
件

登
録
さ
れ
て
い
る
（
残
る
６
件
は
ド
ラ
イ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
使
用
し
た
溶
剤
が
不
明

の
も
の
）。

　

先
月
号
で
紹
介
し
た
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加

工
と
同
様
、
接
着
に
使
用
し
て
い
る
樹
脂

の
劣
化
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
係
な
く

発
生
す
る
。



■品　　　　名…コート
■素　　　　材…綿 63％、ポリウレタン 37％
■取扱い絵表示

■処 理 方 法… テトラクロロエチレンによるドライクリーニ
ング、洗浄時間 5分。

■事故の状態… コート全体に樹脂のシミ出しが生じているが、
特に、上衿まわりに黒く濡れたような状態の
シミが目立って発生している。購入した年月
や着用状況などについては確認できない。

弱
30

30°

コートの上衿まわりに、黒く濡れたようなシミが目立っ
て発生している。触るとしっとりと湿ったような感触で、
ボンディング加工の樹脂がシミ出したもの。
樹脂の劣化は自然発生的なもので避けられないが、水分
や汗、紫外線などの作用で劣化が促進することがある。


